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スペシャルレポート 



　１．はじめに

　昨年のハイリゲンダムのサミットに引き続き、この7月
の洞爺湖サミットでは温暖化対策が主要テーマとなり、
これらサミットを迎えるに当たり日本政府からも数々の
メッセージが出された。昨年5月に温暖化ガスの排出を現
状の50％まで削減しようとする「Cool Earth 50」構想を発
表、これを受けて資源・エネルギー庁は、今年3月に
「Cool Earth・エネルギー革新計画」を策定し、重点的に取
り組むべき革新技術として「21」の技術を選定した。この
中には、高効率石炭火力発電、二酸化炭素回収・貯留
（CCS）が含まれており、高効率かつCO2
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酸素燃焼の実証試験と商用化に向けて

るカライド酸素燃焼プロジェクト（







スペシャルレポート 

　１．エネルギー・環境問題の現状認識

　最近の石炭を巡る状況は激しいものがあり、従来に増
して不透明・不確実となっている。石炭に対する環境面
からの厳しい評価や資源制約（不安）と現実の需要増加（期
待）の間に大きな格差があることは遺憾である。石炭が産
業革命やオイルショック後の復興に果たしてきた役割は
大であった。現在一次エネルギーの約 割を占め、且つ増
加して、頼れる石炭として結果を残している。オイル
ショック後、最近まで石油・天然ガス価格抑止力として
石炭が働いたといっても過言ではない。特に我が国にお
いては最もクリーンで高効率の世界最先端のCCTを保有
しており、ポジティブに現状課題にチャレンジし、世界
をリーが





　本年3月31日に解散した「太平洋コールフロー推進委員
会 （旧JAPAC）」の機能を発展的に継承し、併せて情報セ
ンターと広報グループを統合して、JCOALの有する人的
ネットワークおよび情報を最大限に活用するとともに、
会員企業の参加の下で、JCOAL職員が一体となって情報













大使館メッセージ 

タイ王国大使館

　タイ王国大使館は、2008年の日本における第17
回









石炭技術最前線 
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　石炭地下ガス化（Underground Coal Gasification：以下







　UBC技術は、1980年代から（株）神戸





石炭技術最前線 

　平成20年度から日本国内の資源開発人材を育成するこ
とを目的とした事業がスタートした。以下にその事業概
要を紹介する。

　１．事業の背景

　現在日本国内で資源開発に携わる人材は、国内フィー
ルドの減少、技術者の高齢化、資源産業の新規分野展開
に伴う離散、資源価格の長期低迷期間における企業の採
用手控えなどによって極めて少なくなっている。また、
大学の資源系学科環

　主な活動の柱は以下の3項目である。
①資源開発人材育成プログラムの開発
　全体的な人材育成プログラムの設計、開発を実施する。
設計・開発に当たっては、資源開発人材に求められる知
識・スキルの詳細な基礎調査、国内外の大学やその他の機
関で実施されている研修プログラムの特徴の分析を行う。
②資源開発人材育成プログラムの実証・評価
　開発した国際資源開発人材育成プログラムを実証し、
評価を行い、必要があれば修正する。
③資源開発人材育成プログラムのフォローアゴ56琰蠁 ㇽ ーアゴ56琰蠁 2餓鸕 ㇽ ーアゴ56琰蠁 宵†
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JCOALだより 

～8月8日（金）






